
   

   

2018 年度 

アンコール遺跡整備公団 

インターンシップ報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

公立小松大学/金沢大学 

アンコール遺跡整備公団インターンシップ実施委員会 

 2019 年 1月  

 

 

       

■ 
■ 
■ 
■ 
■
■
■
■
■ 



 

 

 

































































































40 

 

る，というのが一般的です。 

カンボジアの気候は，北陸の夏がジメジメ日陰も暑いのと違って，日陰はとても涼しいの

で，壁がない一階は風が通って涼しく快適に過ごせます。夜は逆に寒すぎるので二階の壁に

守られたスペースで寝ます。二階で寝ることは泥棒や動物に襲われないように，というセキ

ュリティの役割もあります。家々の間には壁がなく比較的自由に行き来でき，泥棒など事件

が起きたら隣に駆け込んで助けを求めるなど助け合いがしやすい構造になっているのが伝

統的なクメールの村らしいです。それが今はだんだんプライバシーを気にするようになり，

柵がある家も少なくないのだとか。簡単で安く建てられるコンクリートの現代的な家も

所々立ち始めてしまっているのですが，これらはカンボジアの気候に合わずエアコンがな

いと暑いし，アンコール遺跡の景観を壊

すことにもなるので，アプサラ公団は，

観光客にクメール建築を知ってもらう

ことのほかに，住民にクメール建築の良

さを知ってもらって建て方をシェアす

る，次世代まで伝統様式をつないでい

く，ということを意識しているそうで

す。どんどん長くなってしまうので，も

っと語りたい気もしますがカンボジア

の生活の話に移ります。 

 先ほども少し触れましたが，カンボジアの気候

はちょうど訪れた時期は雨季で，1日に数時間雨が

降るほかはすっきり快晴です。気温は意外と湿気

もあって暑いけど，なぜか日陰はとても涼しいし，

エアコンは大抵効きすぎです。カンボジアにいる

間，北陸でとうとう 40度越えもあったらしいので

すが，カンボジアの最高気温は 33度くらいで，ち

ょっとラッキーだなと思ってしまいました。食べ

物はとてもおいしいです。骨つきチキンが最高で

す。チキンはお店よりも遺跡内の屋台の方がシン

プルな味付けで美味しいです（写真 2）。カエルは

ほぼ鶏肉で美味しいので，忌避せず食べてみてほ

しいです。あとシェイクが美味しいです。マンゴー

シェイクにハズレはないけど，私が一番好きなの

はスイカシェイクでした。アマゾンカフェのライ

チシェイクもおすすめです。 

 私は一つ目標というか，意識していたことがあって，それはとりあえずなんでもやってみ

 

写真 2．一番美味しかった屋台のチキン 

 

写真 3．蛇を首に巻いた瞬間 
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るということです。カエルは食べたし，蛇を首に巻いたし（写真 3），辛いソースも酸っぱ

いソースも舐めて，その辺に生えている草のような香草も食べました。せっかくだからコオ

ロギも食べてみればよかったです。この目標のおかげで，実際の井戸汲みをやらせてもらえ

たし，その辺にある木の実を食べさせてもらったし（妊婦さんだけが好んで食べる実だそう

で，食べられなくないけどすっぱ苦かった），ただの観光客じゃできない色々なことを体験

することができました。 

 最古の村と言われるロヴィア村に行った時は，人々の温かさに驚きました。自分の住んで

いるところに知らない団体がやって来

て，ジロジロ見て写真を撮って，快く笑

顔でおしゃべりできますか？子供達が

のびのび遊び，動物たちが自由に歩き回

り，ゆったりと時間の流れるこの空間は

守っていかなければならないものだと

感じました。幼稚園に通う子供たちは警

戒心が薄く人懐っこくて，すぐに仲良く

なれました。少し恥ずかしそうに抱っこ

をせがまれて可愛くて仕方がなかった

です（写真 4）。  

 インターンシップというものに参加したのは今回が初めてでしたが，このインターンシ

ップだからこその経験がたくさんできました。インターンシップとは就業体験のことです

が，就職先の参考にはあまりならないインターンシップかもしれません。なんせカンボジア

なので。しかし，働き方について考えさせられました。カンボジアは 7 時〜11 時，昼休憩

を挟んで，12時〜16時が定時だそうで，働いている時もどこかのびのびとしています。シ

ェムリアプの空港でのチェック中に談笑している職員さんたちを見たのが最初の衝撃だっ

たかもしれません。日本は効率を求めすぎ，時間に追われすぎだと思いました。今まで普通

だと思っていたことを批判的な視点で見ることができるようになったのは，このインター

ンシップに参加してよかったと思ったことの一つです。 

 最後に，このインターンシップを支え

てくださった塚脇真二先生，木村誠先

生，チューターのはにみおさん，私たち

を受け入れてくださったアプサラ公団

の皆様，様々な準備等してくださった学

務の方々，毎日笑顔で送り迎えしてくだ

さった運転手のペンさん，本当にお世話

になりました。ありがとうございまし

た。そして 2週間一緒に過ごしたなな，

 

写真 4．人懐っこい子どもたち 

 

写真 5．ラスト業務後じゅんちゃんポーズ 
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ひな，なおちゃん，かの，なみ，おーみ，みく。このメンバーに出会えたことに感謝です（写

真 5）。 



 

 

 

 

 

 

 

 

５．チューターの報告 
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１）チューターのお仕事 

 

金沢大学人間社会学域国際学類 4年 埴崎未緒 

 

 8月 18日から 9月 2日までの 2週間，カンボジアのアンコール遺跡整備公団インターン

シップにチューターとして同行した。今年度の参加学生も 2 年生以下が大半を占めること

が予想できたため，チューター募集のメールを受け取った時には私よりも年の近い 3 年生

がチューターになった方が良いのではないかと思い応募するかはかなり悩んだが，昨年こ

のインターンシップに参加した時から街や遺産にどのような変化が生じたかを確認したい，

部活を引退してから他人と話す機会が減ったため後輩と関わる機会を得たいという理由で

思い切って立候補した。昨年は 2 人以上の体制で行っていたチューター業務を一人でこな

すことに出発前から不安はあったが，真面目で勉強熱心な参加学生たちのおかげで大きな

問題もなく無事にインターンシップを終えることが出来た。 

 チューターとしての仕事は金沢からシェムリアップ間の移動の引率，現地での学生の体

調・スケジュール管理，食事の際の会計の取りまとめが主なものだ。公団での業務時間中は

学生同士が助け合いながら積極的に業務に取り組んでいたため私が学生をサポートするこ

とはほとんどなかった。以下に私の業務について時系列に沿って示す。 

 昨年のインターンシップは私にとって初めての海外渡航だったため，出発前の荷造りの

段階から分からないことばかりであった。今年の参加学生は海外経験が豊富な子が多かっ

たが私と同じくこのインターンが人生初海外になる子もいたため，可能な限り不安を取り

除くサポートをするべく出発前に持っていくべきものや現地での環境について質問された

ことには何でも答えるようにした。しかし現地に着いてみると私以上に学生の方が準備が

良く，自分を不甲斐ないと思うと同時に学生の自主性を頼もしく感じた。 

 金沢からの移動は金沢大学の学生を小松まで連れていき，小松空港からは公立小松大学

の学生と引率の木村先生と合流し，羽田とバンコクを経由してシェムリアップに入った。小

松からは木村先生に乗換案内を任せきりになってしまったため塚脇先生への連絡は私が主

に行った。連絡のために Wi-Fi が必要だったため出発前に接続方法などを調べていたので

学生にもすぐに教えることが出来た。カ

ンボジアでは入国の際に顔写真とビザ

が必要だったのだが，事前に用意してい

た 4枚の顔写真を切り忘れていた学生が

いたため私が予備として持っていた 1枚

ずつ切った顔写真を使ってもらった。面

倒くさがらずに全員分 1枚ずつに切って

おいて本当に良かったと思う。 

 到着したその日は業務がなかったた
 

写真 1．市場にて 
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め，現地で使う携帯を購入したりその近くの市場を見に行ったりした（写真 1）。本来なら

学生が携帯を選ぶのを手伝うべきだったが，日本から持って行った私自身の携帯が壊れて

いるかもしれないと店員さんに言われパニックになっている間に学生たちの買い物が終わ

っていた。 

 業務が始まってからは毎日朝と夕食前にホテルでミーティングを行った。ミーティング

では朝はその日の業務予定，夕食前は翌日の予定確認と学生の体調確認を行っていた。体調

確認においては，皆の前では言いにくいこともあるかもしれないと思い，学生に口頭で確認

するだけではなく顔色や表情からも学生たちが無理をしていないかなどをうかがうことを

心がけていた。1 週目に慣れない環境からか一日だけ体調を崩してしまった学生がいたが，

それ以外の大きなトラブルは一切なくこのインターンシップを終えられたのは喜ばしいこ

とである。 

 学生の業務は 4つのグループに分かれ

ていて，バライやカンボジアの伝統的生

活，新しい村づくりを見学し説明を受け

ていた。私はいずれかのグループに同行

し，業務中の様子の写真を撮ったり学生

の様子を観察したりしていることが多

かった（写真 2）。昨年と異なるところと

しては，午後に公団本部でディスカッシ

ョンをすることが減ったこと，それぞれ

のグループでの業務が中心になったこ

とが挙げられるだろう。今年はインターンシップ中に他国から来客があるなどで公団側の

都合がつかず午後がフリーになったり，その穴を埋めるために午後も現地での業務が入っ

たりなどして午後のディスカッションが少なかった。昨年はディスカッション中に補足の

説明を受けたり分からないところの質問をしていたため，今年の学生が業務の理解に支障

をきたさないか心配していたが，現地業務の間に積極的に質問したりお互いの分からない

ところを教え合うインターン生を見て杞憂だったと感じた。また，昨年は 4 グループに分

かれていたものの 2 グループ合同でバライに行ったり，全員でルンタエクの説明を受けた

りしていたためグループごとの専門性はほとんど見られなかったが，今年はそれぞれ別の

業務地に赴いて従事する日が多かったため，担当場所についてより深い知識を得られてい

たように思う。 

 チューターは学生のサポートをするため，休日でも仕事はあった。とは言え体調管理とフ

リータイムでの学生の行き先を把握することが主だったため業務日とすることは変わらな

い。異なるのは私自身もフリータイムで何をするにも自由だったことである。ハス畑のハン

モックで涼んだり，昨年と変わらず活気のあるマーケットで買い物をしたり，昨年も訪れた

カフェに入ると勝手に Wi-Fi が繋がったりと「またカンボジアに来られたんだなあ」と実

 

写真 2．アンコール・ワットでの業務 
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感できて嬉しかった。 

 2週目には業務の後に児童養護施設を訪れた。塚脇先生曰く，子供たちを集めては他人が

来るたびに悲しげな顔をさせるようなビジネス孤児院もあるそうだが，私たちが訪れた施

設はごく普通の子供たちが学校に通って帰ってくるごく普通の場所だった。私は昨年も同

じ施設を訪れたのだが，今年は昨年よりも子供たちの年齢層が高くなっていたのが印象的

だった。お土産として持って行ったおもちゃを使うことは出来なかったが，新しい子どもが

増えていない（少なくともこの施設では）ということが垣間見える変化で大変喜ばしいこと

だと感じた。来年以降もこのインターンシップの参加学生が同じ施設を訪れることが出来

た暁にはその年の様子も報告書に記してくれれば嬉しく思う。 

 業務最終日の夜には公団の方々と食事をした。学生たちは仲良くなれた公団の方々とお

喋りをしたり写真を撮ったりと別れを惜しんでいた。私は人見知りの性格が災いして業務

中もこの最後の食事会でも公団の方々とあまりコミュニケーションを取ることが出来なか

ったが，学生がインターンシップの修了証書を受け取る際に身の置き場に迷っていると，あ

る公団職員の方が横に呼び寄せてくれた。そのことを嬉しく思い，お礼を言って「私はイン

ターンシップ生でも引率の先生でも公団職員でもないから自分がどこにいればいいのか分

からなかった」と打ち明けると，「一度私たちと一緒に仕事をしたんだからもう君は仲間だ

よ」と優しく返してくださった。公団の方々に限らず，こうしたカンボジアの人々の優しさ

に触れるたびに「カンボジアに来て良かった，また来たい」と思った。 

 帰国の際，学生と私のキャリーバッグが壊れてしまうハプニングはあったが，皆安全に帰

国できた。それもひとえに優秀な参加学生のおかげだったと思う。私は学生をサポートする

ためのチューターという立場ではあったが，学生から助けられ，学ぶことも多かった。今年

の学生は皆明るく素直で好奇心旺盛で，毎日身の回りのすべてから学びを得ようという姿

勢は刺激になった。 

 最後に，今回の主役となった参加学生の皆さん，このような素晴らしい機会を与えてくだ

さった塚脇先生，出国から帰国まで頼りっぱなしになってしまった木村先生，2週間お世話

になった公団の方々をはじめ，このインターンシップ実施に携わってくださった皆様と現

地で出会ったすべての方々に感謝申し上げたい。 
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６．埼玉大学の海外フィ－ルド実習報告 
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１）埼玉大学の海外フィ－ルド実習 

 

埼玉大学教育学部生活創造講座・准教授 荒木祐二 

 

 金沢大学の海外インターンシップに参加するのは今回で 8 度目となる。本年度の埼玉大

学海外フィールド実習には，埼玉大学大学院教育学研究科 1 年生の矢島英勝と同教育学部

4年生の藤井航，3年生の野手伊吹，2年生の直井美海の計 4名が参加した。以下に，本年

度の活動を振り返る。 

 筆者らが合流したのはインターンシ

ップ業務の折り返しを過ぎた 8 月 27 日

となった。到着時，埼玉大学の学生たち

は移動の疲れもみせず（写真 1），ホテル

に着いてからすぐにオ－ルドマーケッ

トを訪れた。マーケット内では地元の野

菜や果物について，栽培学を専門の一つ

とする筆者が説明をし，日本の植物との

共通性と相違性に興味を示していた。ま

た，豚や鶏の肉売り場では豚の頭や鶏の

内臓がそのままの状態で店頭に並ぶ様子に驚いていた。その後はパブストリート沿いのレ

ストラン（タイガーカフェ）でハンバーガーなどの昼食をとり，想像していた以上に美味し

かったようで 4 人ともたいへん満足していた。午後からはアプサラ公団へ行き，実習に必

要な調査道具を車に詰め込んだ。アプサラ公団までの道沿いで，水牛の群れが歩く田園風景

を眺めて日本と違う景観が広がることを認識し，海外へ来た実感がようやく沸いたようで

あった。 

金沢大学と小松大学の学生たちとは 2

日目の昼食（フォーレストラン）で対面

した。インターンシップの学生たちはす

でに慣れた様子で料理を注文し，それぞ

れに対話と食事を楽しんでいた。実際に

会ってみて，前評判どおりの雰囲気の良

さがうかがえた。ルンタエクでも村の成

立や生業に関して英語で積極的に質問

したり，アプサラ公団内でも熱心にイン

ターンシップの振り返りを行っている

様子を垣間見て，参加学生たちの和やかながらも一人ひとりの意識の高さがうかがえた（写

真 2）。引率された塚脇氏と木村氏も安心してみていられたことだろう。 

 

写真 1．シェムリアプ到着 

 

写真 2．ずぶ濡れでも元気な学生たち 
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インターンシップの傍ら，埼玉大学チ

ームはアンコール遺跡内やトンレサッ

プ湖の森林・水圏環境におけるフィール

ド実習を行った（写真 3，4）。トンレサ

ップ湖の視察には塚脇氏も同行してく

ださり，トンレサップ湖の成り立ちやド

ローンを用いた空中撮影について解説

していただいた。船に乗りながら，筆者

からはトンレサップ湖は雨期と乾期で

景観が劇的に変化する世界的にも稀有

な自然環境を呈し，周囲の森林は半年ほ

ど湖に浸かる浸水林であり，そこに適応

できた希少な植物を目の当たりにして

いるといった話を伝えた。 

学生たちは，カンボジアに来なければ

味わえないフィールドの醍醐味を体感

し，専門家たちによる解説を現場で聞く

ことができて非常に貴重な経験ができ

たと思う。当日は，トンレサップ湖氾濫

原内の村も訪問し，水上に高床式住居を

立てて暮らす住民と会話したり，植物資源を利用した暮らしの様子を観察したりした。学校

も訪問してみたが，昼の時間帯で誰もいなかったのは残念だった。 

また，アンコール遺跡内の住民生活支援としてアプサラ公団が設立したルンタエク村で

は，有機農法により栽培されたモリンガを紹介していただいた。埼玉大学にて「スクールガ

ーデニング」や「栽培技術の基礎」とい

う作物栽培実習を受講していた学生た

ちにとって関心の高いイベントになっ

たと思う。ここでは植樹も企画された

が，あいにくのスコールにあってしまっ

た。ただし，これも熱帯モンスーン気候

を肌で感じられたよい経験になったと

思う。その後に寺院内でお祈りをささ

げ，インターンシップとフィールド実習

の活動が無事に終えられることを願っ

た（写真 5）。 

また，アンコール遺跡の見学は，日程の都合上，ネアック・ポアンとスラ・スラン，タ・

 

写真 3．トンレサップ湖実習 

 

写真 4．ドローンの操作訓練 

 

写真 5．ルンタエク寺院での祈り 
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プローム，バイヨン，アンコール・ワットに限られ

た（写真 6）。各遺跡内においても，筆者による植

物の解説が中心となり，北バライの水生植物やタ・

プローム内の巨樹，アンコール・ワット内の森林構

造などについて学習した。遺跡内の実習において，

動物好きの矢島はサルやトカゲに反応したり，藤

井はスポングの板根に身をうずめたり，つる植物

のブランコを楽しんだり，野手と直井はオジギソ

ウをみつけては片っ端から葉を閉じたり（本人ら

は「オジギソウチャレンジ」と呼称）して，各自の

興味に応じた観察や活動を満喫した様子だった

（図版写真）。 

本年度の海外フィールド実習の開催にあたり，

昨年度に引き続き埼玉大学グローバル化推進経費

に採択されて学生 4 名分の旅費を工面することが

できた。申請時には過去の報告書を添付させてい

ただき，その内容が評価されたことを素直に喜びたい。本年度の参加学生はそれぞれが個性

的で興味も異なっていたが，日を追うごとに協調性が高まっていったようにみえた。そう思

うゆえに，滞在期間が実質 4 泊 5 日と短くなった点を反省したい。カンボジアで筆者が植

物や遺跡，人の暮らしについて熱心に話しても，固有名詞が多くて学生たちは消化不良のま

ま帰国の途に着いてしまったのではないかと内省している。それでも，彼らがカンボジアの

自然や人々の暮らしに直に触れたことで，将来，教育に携わる立場から社会のあり方や自分

がやるべきことを深く考える契機になったと前向きに捉えたい。 

インターンシップは活動全体が醸成され，アプサラ公団職員たちも毎年の恒例行事とし

て参加学生たちを快く向かい受け入れてくれている。今後も，学生たちの成長を後押しする

本活動にかかわらせていただき，同時期に埼玉大学海外フィールド実習を継続していける

ことを願っている。末筆ながら，この度の渡航でもあらゆる面でお世話になった塚脇氏をは

じめ，本学学生も気遣ってくださった小松大学の木村氏，全面的にご支援いただいたアプサ

ラ公団副総裁の Peou氏と公団の職員たち，運転手を務めてくれた Bany氏，車両の手配や

学生たちの世話をしてくれた Pheng 氏，その他ご支援いただいた関係各位に心より感謝申

し上げる。 

 

写真 6．フタバガキ科の樹木の観察 
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２）カンボジアで学んだこと 

 

埼玉大学教育学部乳幼児教育コース 2 年 直井美
み

海
う

 

 

今回，カンボジアフィールド実習に参加して，現地の人々の暮らしを間近に見ることが出

来ました。また，現地の動植物と生活の関係や子ども達の様子を知ることが出来ました。 

初日には，ニャック・ポアンという遺

跡を訪れました。ニャック・ポアンとは

クメール語で「絡みつく蛇」という意味

で，実際にそのようなモチーフが刻まれ

ていました。そこへ辿り着くまでには大

きな池のような場所があり，それは雨季

の影響で増水したシェムリアプ川の水

で満ちていて，水に浸かった木々や沈水

植物がよく見られました（写真 1）。植物

の中には空心菜という茎の中が空洞に

なっている野菜があり，地域でよく食べられており，レストランや食堂でも炒め物にしてよ

く出されています。ナンゴクデンジソウ（田字草）という植物は上から見た葉の様子が本当

に「田」の字のようで印象的でした。遺跡自体は，名前の通り，蛇が塔にからみついている

ようなデザインがあったり，当時薬草などを育てていたという 4 つの池があったり…と，

アンコール王朝が確かに栄えていたことを感じました。 

2 日目は，トンレサップ湖へ埼玉大学のメンバ

ー，そして塚脇先生と行きました。初めてドローン

で上空からの景色を見ましたが，浸水林のあまり

の広大さに圧倒されました。トンレサップ湖は東

南アジア最大の湖で，雨季と乾季で水面の高さが

変わるため，そこに住む人々の暮らしはとても特

徴的でした。家は基本的に高床式であり，一年のほ

とんどが浸水している地域では水上住宅･学校･レ

ストランなどが見られ，浮きとして床下に竹がく

くりつけられていました。人々はボートで移動を

しており，たらいのようなものに乗っている子ど

も達もいました。水上レストランではワニとナマ

ズが飼われていて，鳥小屋のある水上住宅もあり

ました。鳥は湖周辺の村でもよく飼われていて，と

ても身近な動物なのだと思いました。 

 

写真 1．水に浸かった木々 

 

写真 2．乾燥中のホテイアオイ 
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身近な植物としては，ハスとホテイアオイが見られました。ハスはよく栽培されていて，

ハスを見ながらハンモックに揺られることが，地域の休日の過ごし方のようでした。ホテイ

アオイは刈り取った後乾かし，籠などを編むのに使われるそうです（写真 2）。トンレサッ

プ湖周辺を見学した後，昼食の場でインターンシップの学生と初めて対面しました。地域に

とても馴染んでいて，食べるものも注文する様子もさすがだなと感じました。夕食もインタ

ーンシップの学生達と一緒にとり，アプサラダンスを見ました。アプサラとは，伝説の天女

のことで，踊り子さん達がきらびやかな衣装を着て舞っていました。とても幻想的で，カン

ボジアの伝統を見て取ることが出来ました。 

3 日目は，サトウヤシから砂糖を作る過程を見学した後，バンテアイ・スレイという寺院

遺跡を訪れました。「女の砦」という意味で，昔女性を守るために作られたという説があり

ます。彫刻が見事で，東洋のモナリザと言われるほど，天女像が美しく彫られていました。

抜けた先では子ども達が砂山に草花を飾ったり木登りをしたりして遊んでいました。その

後ルンタエク･エコビレッジを訪れ，モリンガという植物の研究やエコビレッジの開発につ

いての説明を聞きました。インターンシップの学生達が英語で質問したり現地の子どもに

声をかけたりする様子は印象的でした。そこではスコールにあいましたが，現地の天候を体

感できて良い機会だと思いました。 

4 日目はタ･プロム遺跡へ行きました

（写真 3）。大きな木々が遺跡を包みこん

でいて，神聖な雰囲気がしました。背の

高い木が多く，立派な板根が見られまし

た。見つけた動物として，ツムギアリが

いました。毒は持っていませんが，かま

れるとものすごい痛みがあるそうです。

印象的だったのは，遺跡で出会った子ど

も達のほとんどが物を売っていて，様々

な言語で観光客に声をかけている，とい

うことでした。学校に通っていない子ど

ももいて，その子ども達が多くの外国語

で話しかける姿に，この国の教育の現状

を見た気がしました。 

5 日目はアンコール・ワットとバイヨ

ン寺院を主に見学しました。アンコー

ル・ワットはさすがの存在感で，アンコ

ール王朝の強大さが表れていました。屋

根がとても高く，石で出来ていることが

信じられませんでした。遺跡の周りに地

 

写真 3．タ・プロム寺院 

 

写真 4．学校と思われる彫刻 
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域の人々の住居や僧侶の墓地があり，遺跡は地域住民にとって身近なのだなと改めて感じ

ました。アンコールトムを代表するバイヨン寺院では，アンコール・ワットに引き続き見事

な彫刻が見られました。アンコール・ワットの彫刻は戦闘などがモチーフでしたが，バイヨ

ン寺院では人々の生活がモチーフとなっていて，当時の様子が想像できてとても興味深か

ったです（写真 4）。 

約 1 週間のフィールド実習を通して，自分の知らなかった世界を知り，自然と人とのつ

ながりはとても大きいものだと感じました。この実習で学んだことを，これからの自分の学

習に活かしていこうと思います。貴重な体験をさせていただき，本当にありがとうございま

した。 
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３）カンボジアフィールド実習をふり返って 

 

埼玉大学教育学部生活創造専修家庭科分野 3年 野手伊
い

吹
ぶき

 

 

8 月 27 日～８月 31 日の間，私はカンボジアでの海外フィールド実習に参加しました。

参加するきっかけとなったのは，2018 年度前期に履修した「スクール・ガーデニング」と

いう授業でした。私は植物（とくに花）を育てることが好きで，花壇を作り，ナスやトマト

を育てるこの授業を毎週楽しみに大学生活を送っていました。そんな折，荒木先生からこの

実習にお誘いいただきました。私は今まで海外に渡航した経験がなくパスポートの取得に

も不安があったのですが，家族や荒木先生のアドバイスを得て，実習に参加する環境を整え

ることができました。この場を借りて，準備から実習の終了までお世話になった家族と荒木

先生には感謝の気持ちを伝えたいと思

います。 

実習の初日から驚きの連続でした。1

日目はシェムリアップ市街地の散策と，

ニャック・ポアンに行きました。シェム

リアップにはオールドマーケットやパ

ブストリート，ナイトマーケットなどの

店が多く並ぶ地区があります。そこでは

現地の人々の生活の様子が感じられま

した。オールドマーケット（写真 1）に

は食材が沢山並ぶ横で料理が提供される店もあ

り，そこで食事をとる人々もいました。外の道沿い

には屋台が並び，だいたいの人々はここで食事を

済ませるようだと荒木先生が教えてくださいまし

た。日本では一般的に自宅で料理をした方がお金

は掛かりませんが，シェムリアップではさほど金

額に差が無いようです。日本とカンボジアの食事

の経済事情の違いに驚き，料理の手間が省ける生

活が少し羨ましかったです。 

ニャック・ポアンに向かう道では，日本にはない

多様な植物が自生していました。ひとつひとつ名

前を教わったのですが，多すぎたので全てを覚え

ることができず反省しています。見た目のインパ

クトで覚えられたナンゴクデンジソウ（写真 2）は，

シダ植物でありながらファンシーな見た目をして

 

写真 1．オールドマーケット 

 

写真 2．デンジソウ 
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いて，とても好きになりました。 

2 日目はトンレサップ湖での調査とア

プサラダンスが印象に残っています。こ

の日は朝一でボートに乗り，広いトンレ

サップ湖を遊覧しました。私は恐がりな

性格をしているので，日本の船の比では

ない揺れ方をするボートに不安があり

ましたが，同乗した皆さんが休憩の時間

を作ってくれたのでどうにか体調を崩

すことなく陸に戻ることができました。

トンレサップ湖には水上で生活する

人々がおり，住宅以外にもレストランや

教会のような建物もみられました（写真

3）。船も含めて，トンレサップ湖での生

活は日本では体験することができない

だろうと思いました。この日の夕食は，

公立小松大学と金沢大学から来たイン

ターンシップの学生たちと共にレスト

ランでビュッフェをいただきました。イ

ンターンシップの学生たちは私たちよ

り先にカンボジアに滞在しており，慣れ

た様子でした。このレストランでは食事をとりな

がら現地の伝統的な踊りである「アプサラダンス」

（写真 4）を見ることができました。ダンスは，音

楽とも相まってとても華やかでした。 

3 日目から 5 日目はカンボジアに数多く存在す

る遺跡を巡りました。バンテアイ・スレイの美しい

レリーフはつい見とれて時間を忘れるほどでし

た。タ・プロームの大きな木はとても見応えがあり

ました。修復されていない部分の瓦礫に苔が生え

ていて，神秘的でした。 

また，遺跡を見るのと同時にそこに生えている

植物を観察するのも楽しかったです。ある日は道

中でサトウヤシから砂糖を作る様子を見せていた

だきました。私はヤシから砂糖がとれることをそ

れまでは知らず，その製造工程はとても興味深か

 

写 3．トンレサップ湖 

 

写真 4．アプサラダンス 

 

写真 5．サトウヤシ 
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ったです。見せていただいたのは，ヤシのおしべの先端を切り落とし，染み出てくる樹液を

溜めている様子でした（写真 5）。樹液を煮詰めることで砂糖になるようです。完成した物

を食べたのですが，味は黒糖のようでとても美味しかったです。 

日本では温室のある植物園でしか見られないよ

うな花が，カンボジアでは当たり前のように咲い

ていました。中でも感動したのは，アンコール・ワ

ットで見かけたハイビスカス（写真 6）です。ハイ

ビスカスは，日本では冬になると寒くて枯れてし

まうので室内に移動して冬越しさせる必要があり

ます。しかし，カンボジアは日本ほど気温が下がる

ことがないため，地面に直に植えられていました。

木の根元にさりげなく咲いていたので，気がつけ

て嬉しかったです。 

この実習を通して，世界には日本と異なる文化

があり，その生活の基となっている自然環境もさ

まざまだということが分かりました。カンボジア

で得た経験は，生涯忘れることができないと思い

ます。 
 

写真 6．ハイビスカス 
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４）You は何しにカンボジアへ？ 

 

埼玉大学教育学部生活創造専修技術分野 4年 藤井 航
わたる

 

 

 日本を出国し，帰国するまでの 5 日間，まるで夢を見ていたかのようにあっという間に

過ぎてしまった。しかし，いくつもの美しい思い出と，貴重な経験を得て，お気に入りの財

布を落としたということは紛れも無い事実である。それは iPhoneに追加された数百枚の写

真と，右ポケットの虚無感が物語っている。 

 今回，私は荒木先生の紹介を受けてカンボジア海外フィールド実習に参加させていただ

いた。大学の友人にこの実習の経験者がおり，話を聞いていたため以前から興味を持ってい

た。特に，現地の方との交流，インターンシップで滞在している金沢大学と公立小松大学の

方との交流，アンコール遺跡見学などに魅力を感じていた。実際に行って，体験することで，

日本では味わうことができない貴重な経験を得た。 

 まず，現地の方々との交流についてである。特に印象に残っているのは，ドライバーの方

と，売り子をしている子どもたちである。 

 ドライバーのBany氏には 5日間運転

をしていただいた（写真 1）。とても明る

く気さくな方であったため，すぐに仲良

くなることができた。私が財布を落とし

てしまった時，とても親身になって探し

てくれたことを絶対に忘れない。もし日

本で困っている外国人の方を見つけた

ら，積極的に声を掛けていこうと思う。 

 また，売り子をしている子どもたちは

10 歳前後の小学生くらいの子たちが多

かった。朝の観光地からナイトマーケッ

トまで，どんな時間帯でも「five dollars，

ヤスイヤスイ」とお土産用のマグネット

などを持って声を掛けてきた。日本では

考えられない状況であると感じた。しか

し，それぞれの国には事情があるため，

日本の価値観だけで判断することも間

違っているとも感じた。また，遺跡の近

くで集まって砂遊びをしている子ども

たちや，川遊びしている子どもたちもい

た。異なる国の子どもたちの様々な表情が見られた事は，貴重な経験であった。今後の教育

 

写真 1．ドライバーの Bany 氏と実習生 

 

写真 2．蜘蛛を見つめる学生 
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実習などでも，しっかりと子どもたちの表情を見ていきたい。 

 次にインターンシップの方々との交流では，とても驚かせられることが多かった。私たち

よりも 1 週間早く現地に入っていたが，もっと長く滞在していたのではないかと思わせら

れるほど順応しているように見えた。ルンタエクで英語のプレゼンを聞き，英語で質問をし

ている姿や，土窯の博物館での学ぶ姿勢などに感銘を受けた。一番驚いたのは，ココヤシの

葉っぱについていた大きめの蜘蛛を見つけたときに「揚げたら美味しそう」と言っていたこ

とである（写真 2）。そうした物怖じしない力強さも見習いたい。 

 次に，アンコール遺跡の見学はとても

良い経験となった。過去に観光でカンボ

ジアに来てアンコール遺跡は見たこと

があったため，今回は違った視点で見た

いと思っていた。前回はただ遺跡を眺め

感動していたため，遺跡にまつわる歴史

や，遺跡周辺に住んでいる方々を知りた

いと思った。事前に調べるだけでなく，

そうした視点で実際に見ることで私に

とって深い学びとなった。特に驚いたの

が，アンコール・ワットのすぐ裏に学校があったことである。学校は休みであったが，ハン

モックを吊るして寝ている子供達がいた。世界遺産に登録されている地域に，遺跡と現地の

方が共存していることを肌で感じることができた。遺跡の保全も，そこに住んでいる人の生

活も上手に残していってほしいと感じた（写真 3）。 

 今回の実習を通して私は，国境も言語

も壁ではなく，ただの線とツールであ

り，障害物ではない。進んで飛び込んで

みることが大切であると学んだ。全力で

挑戦していく事で得たものはとても大

きかった。失ったものは 20 ドルの財布

と現金 100ドルだけである（写真 4）。 

最後に，このような素晴らしい機会を

つくってくれ，引率していただいた荒木

先生をはじめ，本当にたくさんの方にお

世話になりました。心より感謝いたします。ありがとうございました。 

 

写真 3．アンコール・ワットの裏にある学校 

 

写真 4．突然のゲリラ豪雨にはしゃぐ 
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５）カンボジアフィールド実習に参加して 

 
埼玉大学大学院生活創造専修技術分野 1年 矢島英勝 

 

 大学院１年生の夏休み，8月 26日から 9月 1日にかけてカンボジアで行われたフィール

ド実習に参加しました。学部生の時から荒木先生や友人からカンボジアの良さをずっと聞

いて来たこともあり，楽しみで仕方なかったです。本来ならば，カンボジアに行ったことの

ある人から事前情報を得たり，インターネット・本を用いて情報を調べたりと知識を入れて

おくのが良いと思います。しかし，私は行ったことの無い地への楽しみな気持ちや知らない

ことを知れる新鮮さを大切にしたかったため，留意事項といった必要最低限の知識以外は

特に入れずにカンボジアに向かいました。 

私がカンボジアにて体験したことや経

験したことで印象深かったことを3点報

告させていただきます。 

 まず，1点目は各遺跡群の荘厳さです。

ニャック・ポアン，バンテアイ・スレイ，

タ・プロム，アンコール・ワットに出向

き見学をしました。どの遺跡も素晴らし

いもので，よくこの遺跡を重機などの道

具もなくこれだけ高く，また精巧な彫刻

をつくることができたのかが疑問に思

ってしまうほどでした。その中でも，ありきたりか

もしれませんが，アンコール・ワットはやはり圧巻

でした。観光客の多さから他の遺跡のような静け

さのようなものは無いものの，その規模は他の遺

跡には無いものでした。また，社会科の教科書で見

たアンコール・ワットよりもスケールといい敷地

面積といい想像と大きく違ったのも，印象深さに

拍車をかけたのかもしれません（写真 1）。 

 2点目は金沢大学の塚脇先生とともに行われた，

トンレサップ湖でのフィールド実習です。トンレ

サップ湖の大きさは「琵琶湖の 20倍もある」と事

前の説明で聴いたものの，私の考えているような

湖とは全然違いました。船に乗り込んでからまる

で海を進んでいるのかと錯覚してしまいそうな波

と，彼方にある水平線がそこにはありました。日本

の琵琶湖ではこれは無いと思いながら，その場で

 
写真 1．アンコール・ワット 

 

写真 2．ドローンを操作 
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はただただ「凄い」という言葉しかありませんでした。トンレサップ湖ではドローンを用い

て，湖や植物の広がり方を確認しました（写真 2）。また途中，水上に建てられている家を

何件も見かけました。そこでは多くの子どもたちが湖に飛び込んで泳いでいたり，タライの

ようなものに乗って遊んでいるのが見受けられました。また，幼稚園の年中か年長かぐらい

の子どもが父親と泳ぎの練習をしているのも見かけました。現地の小学校に入学できる基

準として泳げるかどうかが一つ大事になってくるそうなので，彼らにとって泳げるかどう

かは成長の見極めの一つとなっている

のかもしれません。また，トンレサップ

湖から帰ってくるとき，途中ハス畑（写

真 3）といくつかの民家を見学しました。

蒸し暑くないのか疑問でしたが，高床式

の住居は風の通り方がよく考えられて

いて意外にも涼しそうでした。高床式で

はないのですが，ハス畑の周りにあった

建物に入ってハンモックも体験しまし

た。 

 3点目は現地の人々や子どもたちについてです。今回の実習中たくさんの人々に出会いま

した。例えば，実習時毎日我々の時間に合わせて車を運転してくれたドライバーさん，実習

を滞りなく進めるのに助力してくださったアプサラ公団の方々，遊んでいる中インタビュ

ーさせてくれた子どもたちと挙げればキリがないわけですが，その中でもタ・プロムで出会

ったお土産売りの女の子に私は衝撃を受けました。その子は片言の日本語で「1 つ 1 ドル，

2つ 1ドル，3つ 1ドル・・」と我々に近づいてきてお土産のマグネットを売ってきました。

あまり良いことではないかもしれないのですが，とても幼く見えたので英語で歳を聞いて

みると 11 歳（カンボジアは数え歳でいうことが多いため，実年齢は 10 歳）とのことでし

た。正直，買ってあげようかと思ったのですが，その子からお土産を買ってしまうと，その

子はお土産売りをやめられなくなってしまうというのを先生から聞いていたこともあり

「Sorry」と連呼して足早に車に戻り，買いませんでした。あの子くらいの時，私は何をし

ていたか，考えると胸が痛くなります。あの子は日本人の同じくらいの子どもたちがどのよ

うに過ごしているのか知る由もありませんが，私たちにとって普通のことであっても彼女

にとっては幸せに感じられるのだろうと，深く考えさせられました。 

 今回この実習に参加して，たくさんの「新鮮さ」に出会うことができました。知識を文献

やインターネットを用いて得ることもとても大切なことですが，やはり体験し得るものに

は敵わないことを実感しました。今後，この経験を活かすことができたらと思います。実習

の間の引率また様々計画をしてくださった荒木先生をはじめ，たくさんの方に心から感謝

いたします。ありがとうございました。 

 

 
写真 3．ハス畑 
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７．資 料 

2018年度アンコール遺跡整備公団インターンシップの概要 

 

１． 参加者 

（１）インターンシップ参加学生 

横井 菜美（公立小松大学保健医療学部看護学科 1年，グループ 1） 

村井 七海（金沢大学人間社会学域学校教育学類 社会科教育専修 2年，グループ 1） 

大御 悠瑠花（公立小松大学国際文化交流学部 1年，グループ 2） 

田中 日菜向（金沢大学人間社会学域国際学類 国際社会コース 2年，グループ 2） 

肥田 望来（公立小松大学国際文化交流学部 1年，グループ 3） 

小泉 奈央（金沢大学人間社会学域国際学類 国際社会コース 3年，グループ 3） 

土橋 香乃（公立小松大学国際文化交流学部 1年，グループ 4） 

酒井 朋花（金沢大学人間社会学域人文学類 フィ－ルド文化学コース 2 年，グループ 4） 

（２）チューター 

埴崎 未緒（金沢大学人間社会学域国際学類 日本・日本語教育コース 4年） 

（３）連絡教員 

塚脇 真二（金沢大学環日本海域環境研究センター・教授，8月 16日～9月 5日） 

木村 誠 （公立小松大学国際交流センター・准教授，8月 18日～9月 2日） 

（４）埼玉大学（8月 27日～9月 1日） 

荒木 祐二（教育学部生活創造講座技術分野・准教授） 

直井 美海（教育学部乳幼児教育コース 2年） 

野手 伊吹（教育学部生活創造専修家庭科分野 3年） 

藤井 航（教育学部生活創造専修技術分野 4年） 

矢島 英勝（大学院教育学研究科生活創造専修技術分野 1年） 

 

２．カンボジア側受入機関・責任者 

  Hang Peou（カンボジア国立アンコール遺跡整備公団副総裁，Deputy Director-General, 

Authority for Protection and Management of Angkor and the Region of Siem Reap, 

Cambodia/金沢大学環日本海域環境研究センター客員教授） 

 

３．各グループの担当業務（図を参照） 

グループ 1：西バライ貯水池の環境保全・観光整備事業 

グループ 2：北バライ貯水池の環境保全・観光整備事業 

グループ 3：ルンタエク・エコビレッジの整備事業  

グループ 4：アンコール世界遺産の地域住民支援事業（クメール・ハビタット） 
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４．全体日程（2018～2019年） 

3月 7  日（水）アンコール遺跡整備公団と打合せ（シェムリアプ） 

3月 28 日（水）第 1回実施委員会（金沢大学，実施概要の確認） 

4月 6 日（金）インターンシップ説明会（金沢大学人間社会学域国際学類生対象） 

4月 10 日（火）インターンシップ説明会（金沢大学全学生対象） 

4月 12日（木）インターンシップ参加者の募集開始（金沢大学） 

4月 26 日（木）インターンシップ説明会・募集開始（公立小松大学全学生対象） 

5月 21 日（月）～24日（木）インターンシップ応募者 1次選考（公立小松大学） 

5月 23 日（水）インターンシップ参加申し込み〆切（金沢大学） 

5月 24日（木）インターンシップ応募者 2次選考（公立小松大学） 

5月 28 日（月）インターンシップ参加者決定（公立小松大学） 

5月 29 日（火）第 2回実施委員会（金沢大学：応募書類の書類選考） 

5月 30 日（水）インターンシップ参加者決定・通知（金沢大学） 

5月 31 日（木）選考結果を応募学生へ通知（公立小松大学） 

6月 4 日（月）アンコール遺跡整備公団と打合せ（シェムリアプ） 

6月 20 日（水）第 1回インターンシップ事前研修（金沢大学） 

6月 27 日（水）第 1回インターンシップ事前研修（公立小松大学） 

7月 4 日（金）第 2回インターンシップ事前研修（金沢大学） 

7月 11 日（水）第 2回インターンシップ事前研修（公立小松大学） 

7月 25 日（水）第 3回インターンシップ事前研修（公立小松大学） 

8月 3 日（金）インターンシップ合同事前研修（金沢大学／公立小松大学） 

8月 17 日（金）アンコール遺跡整備公団との最終打合せ（シェムリアプ） 

8月 18 日（土）～9月 2日（日）インターンシップ実施期間（※委細は別記） 

10月 17日（水）インターンシップ報告会（公立小松大学） 

10月 18日（木）インターンシップ報告会（金沢大学） 

11月 6日（火）インターンシップ合同事後研修（公立小松大学／金沢大学） 

1月 15日（火）インターンシップ報告書の出版 

 

５．渡航日程と現地での活動（2018年） 

8月 18 日（土）小松／金沢→小松空港（19:45）－JL192便→（20:55）羽田空港 

8月 19 日（日）羽田空港（00:40）－JL033便→（05:00）バンコク・スワンナブーム

空港（08:00）－JL5963（PG903）便→（09:10）シェムリアプ空港，午前：ホ

テルにチェックイン，午後：滞在準備 

8 月 20 日（月）午前：アンコール遺跡世界遺産の見学（プラサット・クラヴァン，ス

ラ・スラン，プラダック村，アンコール・トムなど），在シェムリアプ領事事務

所訪問，午後：インターンシップ始業式，グループ業務の決定，グループごとに
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業務担当者との打合せ 

8月 21 日（火）午前：各グループそれぞれ担当業務地へ，午後：公団本部でオフィス

ワーク 

8月 22 日（水）午前：各グループそれぞれ担当業務地へ，午後：公団本部でオフィス

ワーク 

8月 23 日（木）午前：全グループバンテアイ・クディ寺院での植樹祭に参加・スピエ

ン・トモーの育苗地見学，午後：シェムリアプ市内見学 

8月 24 日（金）午前：全グループ，古代集落ロヴィア村・プォック市場訪問，午後：

クメール・ハビタットでクメール建築の研修 

8月 25 日（土）午前：トンレサップ湖見学，午後：自由行動 

8月 26 日（日）午前：バイヨン寺院・バンテアイスレイ寺院見学，午後：自由行動 

8月 27 日（月）午前：全グループ，アンコール・ワット寺院の見学，午後：バイヨン

寺院の見学，※埼玉大学グループ到着（午前） 

8月 28 日（火）午前：全グループ，公団本部で研修，午後：タ・プローム寺院見学，

夜：クメール舞踊の見学 

8月 29 日（水）午前：各グループそれぞれ担当業務地へ，午後：全グループと埼玉大

学グループでルンタエク・エコビレッジ見学 

8月 30 日（木）終日：全グループでクーレン山の見学，夕方：児童養護施設訪問 

8月 31 日（金）午前：各グループで担当職員との業務内容フィードバック，午後：副

総裁・担当職員による口頭試問，夜：公団関係者らとのお別れ夕食会（ソッカ・

リゾート），※埼玉大学グループ帰国（夕方） 

9月 1  日（土）午前：在シェムリアプ領事事務所實取所長の朝食会，午後：自由行動，

夕方：ホテルをチェックアウト，シェムリアプ（19:25）－JL5964便→（20:35）

バンコク・スワンナブーム空港（21:55）－JL034便（機内泊）→羽田空港（9月

2日 6:05着） 

9月 2日（日）羽田空港（7:55）－JL183便→（8:55）小松空港→小松／金沢 

※JL：日本航空 



 

各グループの業務地（グループ 1：北バライ，グループ 2：西バライ，グループ 3：ルンタエク，グループ 4：クメール・ハビタット，Bing Maps に加筆） 
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